
９．滞納整理の取組状況 

 

◎滞納整理の主な取組みの実施率 

 ・基本方針又は滞納整理計画を策定している ５１団体(前年度比１団体減) 

 ・交渉記録（処理てん末）を作成している  ５４団体(前年度比増減なし) 

 ・大口滞納者リストを作成している     ５３団体(前年度比増減なし) 

 ・催告書を発している           ５４団体(前年度比増減なし) 

 ・夜間の電話催告を実施している      ３３団体(前年度比２団体増) 

 ・休日の電話催告を実施している      ２７団体(前年度比２団体増) 

 ・夜間の臨戸徴収を実施している      １８団体(前年度比増減なし) 

 ・休日の臨戸徴収を実施している      １６団体(前年度比２団体減) 

 ・滞納整理の応援体制を導入している    ２３団体(前年度比１団体減) 

 ・県外への滞納整理を実施している     １１団体(前年度比３団体減) 

 ・夜間の窓口開庁を実施している      ２２団体(前年度比１団体減) 

 ・休日の窓口開庁を実施している      ４１団体(前年度比１団体増） 

  

◎滞納整理の取組みについては、休日の臨戸徴収や滞納整理の応援体制を実施

している団体は減少しており、夜間の電話催告を実施している団体も減少傾

向となっている。 

 

９－１図  

 

（単位：％） 

 

滞納整理実施団体割合の推移 
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